
栃木県教育大綱 次期栃木県教育大綱骨子案
【「基本目標」と「施策の方向」項目名】 【「基本目標」と「施策の方向」項目名】

 １  確かな学力の育成と教育環境の整備  １  確かな学力の育成と教育環境の整備

次期栃木県教育大綱骨子案について

○ 知・徳・体等の調和のとれた発達を促すことによっ
て 生涯にわたって学び続ける力を育みます

○ 知・徳・体等の調和のとれた発達を促すことによっ
て 未来を切り拓く力の基礎を育みます

 ２  豊かな心と健やかな体の育成  ２  豊かな心と健やかな体の育成

 ３  子ども一人ひとりに応じた教育・支援の充実  ３  子ども一人ひとりに応じた教育・支援の充実

○ 自分の生き方を社会との関わりの中で考えさせる
ことによって 夢を志に高め未来を創造する力を育み
ます

○ 人との関わりを通して生き方についての考えを深め
させることによって 自分の未来を創る力を育みます

 ４  自分の生き方を考える教育の充実  ４  自分の生き方を考える教育の充実

 ５  地域を支える人材の育成  ５  社会に参画する力を育む教育の充実

 ６  グローバル人材の育成  ６  学校・家庭・地域の連携・協働の推進

○ 地域の中で豊かな人間関係を築くことによって 互
いに育ちあうことのできる絆づくりを進めます

○豊かな学びの機会を通じて描く未来の幅を広げるこ
とによって 一人ひとりの夢や志を育みます

 ７  学校・家庭・地域の連携による教育の充実  ７  ふるさとへの愛着や誇りを醸成する教育の充実

 ８  スポーツを通じた人づくり
 ８  高度な知識・技術、多様な文化に触れる教育の充
実

 ９  文化を通じた人づくり  ９  スポーツ・文化の振興と生涯学習の推進

【施策の方向プラス】 【施策の方向プラス】

 心身の健康と豊かな人間性を育む食育の充実  心身の健康と豊かな人間性を育む食育の充実

人口減少・高齢化
・生産年齢人口の減少
・高齢者割合の増加 等

グローバル化
・国際的な経済連携の進展
・外国人労働力への依存 等

技術革新
・社会、生活、学びの変化
・ＩＣＴ化、情報の氾濫 等

自然災害等
・東日本豪雨、東日本台風
・新型コロナ感染症 等

社会背景

次期栃木県教育大綱策定の基本的な考え方

【 自 分 の 未 来 を 描 き 切 り 拓 け る 人 材 の 育 成 】

予測困難な時代をたくましく生きていけるよう、どんな状況に置かれても
自分の目指す未来を自ら描き、切り拓いていくことのできる人材を育成する

未来を切り拓く力の基礎
「知・徳・体等の調和のとれた発達を促す」

未来を創る力
「自分の生き方についての考えを深める」

夢や志
「自分の描く未来の幅を広げる」

資料１

【平成28(2016)年度～令和２(2020)年度】 【令和３(2021)年度～令和７(2025)年度】

大綱の対象期間


